
 

 

 

 

福岡県感染症発生動向調査感染症週報 
令和６年第９週（令和６年２月２６日～令和６年３月３日） 

 

 
■ コメント 
・第 9週は、今年県内 1例目となる腸チフスの報告がありました。腸チフスは、チフス菌に汚染さ
れた食べ物や水を介して感染します。潜伏期間は 7～14日で、39℃を超える高熱が 1週間以上続
き、バラ疹（胸腹部に現れる淡紅色の発疹）、徐脈（脈拍が遅い）、脾腫、下痢等の症状がみられ
ます。腸チフスは南アジア、東南アジア、アフリカ、カリブ海、中央及び南アメリカなどの衛生
水準が高くない地域で多く見られる感染症です。予防のため、流行地域に行く際は、トイレの後
や食事の前には石けんでよく手を洗い、十分に加熱された飲食物を摂取することが大切です。 

・福岡県感染症情報ホームページ(http://www.fihes.pref.fukuoka.jp/~idsc_fukuoka/)では、感
染症発生情報、病原体検出情報などがご覧になれます。 

■ 全数把握疾患報告 

病名 
福岡県 全国（前週） 

報告数 累積報告数 報告数 累積報告数 

結核 17  111  190  1,882  

腸管出血性大腸菌感染症 2  8  12  162  

腸チフス 1  1  1  1  

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 3  16  26  378  

後天性免疫不全症候群 2  10  9  144  

侵襲性インフルエンザ菌感染症 1  2  8  102  

侵襲性肺炎球菌感染症 1  21  37  462  

水痘（入院例） 2  5  8  52  

梅毒 15  121  145  1,719  

百日咳 2  9  7  78  

■ 定点把握疾患報告数 

病名 
福岡県 全国(前週) 

報告数 定点当たり 前週比 報告数 定点当たり 

新型コロナウイルス感染症 1,043  5.27  0.78  39,124  7.92  

インフルエンザ（警報レベル） 3,167  15.99  0.66  82,741  16.76  

ＲＳウイルス感染症 14  0.12  0.78  658  0.21  

咽頭結膜熱 79  0.66  1.25  2,640  0.84  

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

（警報レベル） 
808 6.73 1.10 11,561 3.69 

感染性胃腸炎 531  4.43  0.95  17,106  5.46  

水痘 20  0.17  1.33  399  0.13  

手足口病 38  0.32  1.41  591  0.19  

伝染性紅斑 3  0.03  0.75  55  0.02  

突発性発しん 29  0.24  0.94  591  0.19  

ヘルパンギーナ 0  0.00  0.00  93  0.03  

流行性耳下腺炎 2  0.02  1.00  88  0.03  

急性出血性結膜炎 0  0.00  - 4  0.01  

流行性角結膜炎 7  0.27  1.40  293  0.42  

細菌性髄膜炎 0  0.00  - 5  0.01  

無菌性髄膜炎 0  0.00  - 8  0.02  

マイコプラズマ肺炎 1  0.07  1.00  26  0.05  

クラミジア肺炎 0  0.00  - - - 

感染性胃腸炎（ロタウイルス） 0  0.00  - 2  0.00  

※新型コロナウイルス感染症について、現在、警報・注意報の基準値は設定されていません。 
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